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2021対県給与確定交渉始まる 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

《
こ
れ
ま
で
の
経
過
》 

■
県
人
事
委
員
会
勧
告
（
10
月
12
日
） 

 
 
 

『
公
民
較
差
は
、
△
３
円(

０
．
０
０
％)

』 

［
管
理
職
の
給
与
抑
制
措
置
後
の
公
民
較
差
（
試
算
）
は 

１
，
３
７
９
円(

０
．
３
５
％)

）］ 
 

勧
告
の
主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

 

給
料
表 

・
給
与
抑
制
措
置
前
の
公
民
較
差
が
極
め
て
小
さ

い
こ
と
か
ら
、
月
例
給
は
改
定
な
し 

 

期
末
・
勤
勉
手
当 

・
一
時
金
を
０
．
１
５
月
引
き
下
げ
（
年
間
４
．

３
月
）
、
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
０
．
１
月

引
き
下
げ
（
年
間
２
．
２
５
月
）。 

 

そ
の
他
、「
定
年
の
引
上
げ
に
関
す
る
対
応
」「
職

員
採
用
の
強
化
・
女
性
の
活
躍
推
進
等
人
材
の
確

保
及
び
育
成
」「
超
過
勤
務
の
縮
減
及
び
休
暇
の
取

得
促
進
」
「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
」
「
職
員
の

健
康
管
理
」
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」
「
高
齢
期
の

雇
用
及
び
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
任
用
等
に
係
る

と
り
く
み
」
等
の
必
要
性
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、

「
残
る
給
与
抑
制
措
置
（
管
理
職
手
当

12
％
減

額
）
の
可
能
な
限
り
速
や
か
な
解
消｣

を
要
請
し
て

い
ま
す
。（
詳
し
く
は
速
報
No.
２
参
照
）。 

 

■
第
１
回
対
県
給
与
確
定
交
渉
（
11
月
９
日
） 

 

11
月
９
日

18
時
よ
り
、
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー

に
て
、
県
教
委
と
第
１
回
給
与
確
定
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。
兵
高
教
か
ら
は
、
西
村
執
行
委
員
長
を

は
じ
め
執
行
部
が
交
渉
に
臨
み
、
県
教
委
か
ら
は
、

西
田
教
育
次
長
以
下
、
各
課
の
課
長
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。 

裏面紹介  

◆公立高等学校生徒募集計画発表 

◆第40回高校教育シンポジウム 他 

冒
頭
、
県
教
委
か
ら
は
、
今
年
度
の
給
与
確
定

交
渉
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

続
い
て
、
現
時
点
で
の
考
え
方
と
し
て
、
①
給
料

表
に
つ
い
て
、
月
例
給
の
改
定
は
行
わ
な
い
、
一

時
金
に
つ
い
て
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
０
．

１
５
月
分
引
き
下
げ
（
会
計
年
度
任
用
職
員
も
同

様
、
再
任
用
職
員
は
０
．
１
月
引
き
下
げ
）、
③
勤

勉
手
当
の
期
間
率
に
つ
い
て
、
国
に
準
じ
た
取
扱

い
へ
の
見
直
し
（
２
０
２
１
年

12
月
期
よ
り
）
、

④
不
妊
治
療
の
た
め
の
特
別
休
暇
設
置
、
⑤
会
計

年
度
任
用
職
員
の
、
配
偶
者
出
産
休
暇
、
男
性
の

育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇
、
産
前
・
産
後
休
暇
の

有
給
措
置
、
⑥
へ
き
地
学
校
の
指
定
の
見
直
し
、

が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

現
業
職
員
に
つ
い
て
は
、「
技
能
労
務
職
員
の
給

与
制
度
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
、
①
技
能
労
務
職

給
料
表
の
見
直
し
（
国
の
行
政
職
俸
給
表
（
二
）

と
同
じ
給
料
表
導
入
）、
②
等
級
別
基
準
職
務
表
の

新
設
、
③
期
末
・
勤
勉
手
当
に
お
け
る
役
職
加
算

の
見
直
し
、
を
提
示
し
て
き
ま
し
た
。 

兵
高
教
か
ら
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
日
々
子
ど
も
た
ち

の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
学
び
を
保
障
す
る
た
め

に
最
大
限
の
努
力
を
続
け
て
い
る
教
職
員
の
苦
労

や
思
い
を
ふ
ま
え
る
と
、
人
事
委
員
会
勧
告
通
り

と
は
い
え
、
２
年
続
け
て
の
月
例
給
据
え
置
き
、

一
時
金
の
引
き
下
げ
提
示
は
極
め
て
遺
憾
で
あ

る
」
と
し
た
上
で
、「
引
き
上
げ
は
勤
勉
手
当
で
、

引
き
下
げ
は
期
末
手
当
で
、
と
い
う
考
え
方
は
承

服
し
が
た
い
」
、
「
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

は
そ
も
そ
も
期
末
手
当
の
み
の
支
給
で
あ
り
、
現

10
月
12
日
、
兵
庫
県
人
事
委
員
会
は
、
県
議
会
議
長
お
よ
び
知
事
に
対
し
「
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
報
告
及
び
勧
告
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
兵
高
教
は
県
教
委
に
対
し
て
、

10
月

22
日
、「
２
０
２
１
年
度
賃
金
お
よ
び
労
働
条
件
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
を
行
い
、

11
月
９
日

18
時
よ
り
、

県
教
委
と
の
第
１
回
給
与
確
定
交
渉
に
臨
み
ま
し
た
。 

県
人
事
委
員
会
は
、
２
年
連
続
で
月
例
給
据
置
・
一
時
金
引
き
下
げ
（
０
．
15
月
、
再
任
用
職
員
は
０
．
１
月
）
を
勧
告
し
ま
し
た
。
昨
年
来
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
の
影
響
に
よ
る
業
務
量
の
増
大
や
様
々
な
教
育
課
題
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
な
が
ら
、
日
々
職
務
に
精
励
し
て
い
る
教
職
員
の
思

い
を
ふ
ま
え
る
と
極
め
て
残
念
な
勧
告
内
容
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
県
政
の
新
体
制
下
で
さ
ら
な
る
制
度
改
悪
を
提
起
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
予
断
を
許
さ
な
い
厳
し
い
た
た
か
い
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
２
０
２
１
年
対
県
確
定
闘
争
勝
利
に
む
け
、
兵
教
組
と
の
共
闘
体
制
を
強
化
し
、
山
場
に

向
け
て
職
場
の
実
情
や
意
見
に
も
と
づ
き
、
組
合
員
の
力
を
結
集
し
て
と
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。 

在
の
や
り
方
で
は
一
時
金
は
下
が
る
一
方
で
あ

る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
の
趣
旨
か
ら

し
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」、
「
勤
勉
手
当
の
期

間
率
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
長
年
の
『
独
自
カ

ッ
ト
』
な
ど
本
県
特
有
の
事
情
を
勘
案
し
て
再
検

討
を
求
め
る
」
、
「
学
校
現
業
職
員
に
対
す
る
『
技

能
労
務
職
員
の
給
与
制
度
の
見
直
し
』
と
称
し
た

年
収
ベ
ー
ス
で
１
０
０
万
円
近
い
減
額
と
な
る
制

度
改
悪
の
提
案
は
、
現
業
職
員
の
日
々
の
暮
ら
し

や
将
来
に
わ
た
る
生
活
設
計
を
破
壊
し
、
長
年
培

っ
て
き
た
労
使
間
の
信
頼
関
係
を
根
底
か
ら
崩
す

も
の
で
あ
り
許
し
が
た
い
。
再
考
・
撤
回
を
強
く

求
め
る
」
等
、
今
回
の
県
教
委
提
案
に
対
す
る
見

解
を
述
べ
、
す
べ
て
の
教
職
員
の
生
活
を
守
り
、

安
心
し
て
働
け
る
勤
務
・
労
働
条
件
の
整
備
を
求

め
ま
し
た
。 

ま
た
、
国
公
法
・
地
公
法
改
正
に
よ
っ
て
２
０

２
３
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
段
階
的
定
年
年
齢
引

き
上
げ
に
つ
い
て
、
暫
定
再
任
用
制
度
と
の
間
に

生
ず
る
諸
矛
盾
や
短
時
間
勤
務
の
あ
り
方
等
、
想

定
さ
れ
る
様
々
な
課
題
を
十
分
に
検
討
し
、
個
々

の
教
職
員
の
ニ
ー
ズ
や
学
校
現
場
の
実
態
に
見
合

っ
た
制
度
と
な
る
よ
う
、
労
使
間
で
丁
寧
に
協
議

し
、
早
急
に
制
度
の
構
築
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

も
要
求
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
県
教
委
は
、「
本
日
み
な
さ
ま
か

ら
い
た
だ
い
た
様
々
な
意
見
や
強
い
思
い
を
重
く

受
け
止
め
、
厳
し
い
制
約
の
中
で
の
検
討
と
な
る

が
、
関
係
部
局
と
引
き
続
き
協
議
す
る
た
め
、
今

し
ば
ら
く
お
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
回
答
が

あ
り
、
第
１
回
給
与
確
定
交
渉
を
終
え
ま
し
た
。 
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２０２１年度第２回全県分会代表者会議開催 

１２月４日（土） １３：３０～１６：３０   神戸市教育会館 ４０３号室 

※組合員のみなさまはどなたでもご参加いただけます。今期確定交渉の結果をはじめ、喫緊の諸課題について共有・協議し意思統一を図りましょう。 
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２
０
２
２
年
度 
公
立
学
校
生
徒
募
集
計
画
発
表 

＝
全
日
制

２５
学
級
減
、定
時
制
・
多
部
制
は
増
減
な
し
＝ 

兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
、
10
月

25
日
、
２
０
２
２

年
度
の
公
立
高
等
学
校
生
徒
募
集
計
画
を
発
表
し

ま
し
た
。 

募
集
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
兵
高
教
は
兵
教

組
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
高
校
教
育
改
革
の
進
捗

状
況
や
各
学
区
の
抱
え
る
課
題
解
決
を
基
本
に
据

え
、
全
県
的
・
中
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
と
り
く

み
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。 

２
０
２
１
年
度
末
の
県
内
の
国
・
公
立
中
学
校
卒
業

見
込
者
数
は
２
０
２
０
年
度
末
に
比
べ
８
７
６
人
増

え
、
県
内
公
立
高
校
進
学
希
望
者
（
９
月
１
日
現
在
）

も
５
０
６
人
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
県
的
規
模
で

は
２
０
１
３
年
度
以
来
８
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
て

い
ま
す
が
、
第
４
・
第
５
学
区
の
公
立
高
校
志
望
者

数
の
減
少
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ
て
お
ら
ず
、
２
０

２
１
年
度
入
試
に
お
け
る
学
区
ご
と
の
実
態
を
ふ
ま

え
る
と
、
全
県
的
規
模
で
は
学
級
増
が
抑
え
込
ま
れ

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
所
得
の
二
極

化
は
さ
ら
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
兵
高
教
は
こ
の
間
、

全
日
制
・
定
時
制
高
校
の
開
門
率
を
引
き
上
げ
る
こ

と
を
強
く
要
求
し
て
折
衝
・
交
渉
を
積
み
上
げ
て
き

ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
県
財
政
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
中
、
全
日
制
課
程
に
つ
い
て
は

13
学
級
増
と
し

ま
し
た
。
一
方
で
、
定
時
制
・
多
部
制
課
程
に
つ
い

て
は
、
希
望
者
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
学
級
数

の
増
減
は
な
し
（
神
戸
市
立
摩
耶
兵
庫
高
校
で
昼
間

部
１
学
級
増
、
夜
間
部
１
学
級
減
）
と
な
り
ま
し
た
。 

 

広
域
通
信
制
課
程
等
へ
の
進
学
希
望
者
の
増
加

傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
注
視
し
つ
つ
、
多
様
な

生
徒
の
学
び
に
対
応
で
き
る
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

学
校
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
と
り
く
み
も

必
要
で
す
。 

兵
高
教
は
、
厳
し
い
経
済
格
差
の
状
況
に
お
か
れ

な
が
ら
高
校
進
学
を
希
望
す
る
人
た
ち
の
願
い
を

受
け
止
め
、
今
後
も
、
「
す
べ
て
の
希
望
す
る
人
に

後
期
中
等
教
育
を
保
障
す
る
」
た
め
の
と
り
く
み
を

一
層
強
化
し
て
い
き
ま
す
。 

（
詳
細
は
、

10
月

25
日
付
「
速
報
」

No3
を
参
照
） 

 

第

40
回
高
校
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

11
月
６
日(

土)

、
第

40
回
高
校
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
兵
高
教
か
ら
西
村
執
行
委
員

長
・
岩
本
書
記
長
・
岡
村
隆
弘
さ
ん(

青
雲
分
会)

・
花
房
周

英
さ
ん
（
市
尼
崎
分
会
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

開
会
行
事
の
後
、
日
教
組
・
中
谷
正
史
高
校
・
大
学
部
長
よ
り

基
調
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
本
間
正
吾
さ
ん
（
神
奈
川
県
高
等
学

校
教
育
会
館
教
育
研
究
所
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
菊

地
栄
治
さ
ん
（
早
稲
田
大
学
）、
澤
田
稔
さ
ん
（
上
智
大
学
）、 

中
田
正
敏
さ
ん
（
神
奈
川
県
高
等
学
校
教
育
会
館
教
育
研
究
所
）

に
よ
る
「
新
た
な
学
び
の
構
築
へ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

後
半
は
３
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
１
本
ず
つ
報
告

が
あ
り
、
そ
の
報
告
を
も
と
に
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
分
科
会
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
【
第
１
分
科
会
】「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
進
路
保
障
」 

「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
と
り
く
み
」 

井
上
明
日
香
さ
ん
（
神
奈
川
県
立
川
崎
高
校
） 

・
川
崎
高
校
は
単
位
制
の
全
定
併
置
校
で
、
生
徒
は
自
由
に
時
間

割
を
組
む
こ
と
も
で
き
、
校
則
も
必
要
最
小
限
。
様
々
な
側
面
で

「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
」
な
学
校
で
あ
る
。 

・
県
教
委
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
教
育
の
実
践
指
定
を
受
け
る
。

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」を
中
心
に
教
育
活
動
を
組
み
立
て
て

い
っ
た
。 

・
教
員
の
役
割
は
、
生
徒
が
課
題
意
識
を
持
つ
こ
と
の
手
助
け
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の
共
有
に
つ
と
め

た
。 

・
現
在
、
教
育
内
容
・
教
員
の
役
割
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
こ
に
至
る
ま
で
２
年
以
上
要
し
た
。
異
動
も
あ
り
、
何
の
た
め

に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
と
り
く
み
を
行
う
の
か
、折
に
触
れ
て
意
識
の
共
有

が
必
要
。
生
徒
は
当
事
者
意
識
を
持
ち
学
習
意
欲
も
高
い
が
、
教

員
の
理
念
の
共
有
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。研
修
会
に
も
参
加
し

よ
う
と
し
な
い
教
員
も
多
い
。 

 

【
第
２
分
科
会
】「
高
校
再
編
、
高
校
入
試
改
革
、
大
学
入
試
改
革
」 

「
岩
手
県
の
高
校
再
編
計
画
に
対
す
る
岩
手
高
教
組
の
と
り
く
み
」 

村
上
智
加
子
さ
ん
（
岩
手
県
高
教
組
書
記
長
） 

・
中
学
卒
業
者
が
20
年
間
で
半
分
以
下
に
減
少
す
る
中
、
県
教

委
は
各
地
で
「
地
域
検
討
会
議
」「
意
見
交
換
会
」
を
開
催
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

各
地
で
地
域
の
高
校
の
存
続
を
求
め
る
意
見
が
出
た
。 

・
高
教
組
、
岩
教
組
、
自
治
労
で
「
高
校
再
編
問
題
連
絡
会
議
」

を
組
織
し
、「
地
域
と
教
育
を
考
え
る
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
２

回
開
催
。
広
く
県
民
・
保
護
者
・
行
政
・
議
員
・
労
組
関
係
者
と

連
携
を
図
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
小
規
模
校
の
統
合
・
廃
止
を
強

く
打
ち
出
し
て
い
た
前
期
計
画
か
ら
方
向
転
換
が
は
か
ら
れ
、地

元
の
高
校
に
通
え
る
こ
と
に
な
っ
た
生
徒
・
保
護
者
の
安
心
は
大

き
い
。 

 

【
第
３
分
科
会
】「
定
時
制
・
通
信
制
教
育
」 

「
定
時
制
・
通
信
制
高
等
学
校
生
活
実
態
白
書
」
熊
本
高
教
組 

・
不
登
校
経
験
者
な
ど
の
増
加
に
対
し
定
時
制
高
校
進
学
者
が
減

少
、
広
域
通
信
制
高
校
へ
の
進
学
者
が
増
加
し
て
い
る
。 

・
授
業
料
以
外
の
納
入
金
（
学
校
納
入
金
、
給
食
費
）
の
負
担
が

重
い
と
感
じ
て
い
る
生
徒
が
全
体
の
３
７
．
２
％
。
授
業
料
は
無

償
申
請
が
可
能
で
あ
る
が
、
校
納
金
な
ど
負
担
軽
減
が
必
要
。 

・
家
計
を
支
え
て
い
る
の
は
、
父
親
３
５
．
４
％
、
母
親
４
６
．
８
％
、

自
分
７
．
１
％
、
母
子
家
庭
が
多
い
こ
と
を
表
す
結
果
で
あ
る
と

と
も
に
、「
自
分
」
に
兄
姉
も
加
え
る
と
１
３
．
２
％
で
、
こ
の

傾
向
は
数
年
来
変
わ
ら
な
い
。 

・
雇
用
形
態
は
、
正
社
員
４
．
０
％
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
９

５
．
５
％
、
派
遣
社
員
０
．
６
％
で
大
多
数
が
非
正
規
雇
用
で
あ

る
。
ま
た
、
給
与
体
系
も
時
間
給
が
７
７
．
７
％
で
あ
る
。 

・
組
合
と
は
別
に
一
般
市
民
、
超
党
派
の
県
会
議
員
も
参
加
す
る

「
定
時
制
・
通
信
制
の
灯
を
消
す
な
！
熊
本
県
民
集
会
」
を
組
織

し
、
教
育
長
あ
て
の
定
時
制
高
校
統
廃
合
阻
止
に
加
え
、
定
時
制

高
校
、通
信
制
高
校
の
教
育
環
境
整
備
も
含
め
た
要
望
書
を
提
出

す
る
な
ど
、
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
が
成
果
を
上
げ
て
い
る
。 

・
多
部
制
高
校
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
労
働
条
件
の
悪
化

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
反
対
し
て
い
る
。 

 

各
分
科
会
の
協
議
で
は
、「
学
校
あ
げ
て
の
と
り
く
み
（Whole 

School Approach

）
が
大
切
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
教
員
間
で
意

識
の
差
が
あ
り
難
し
い
」「
外
国
に
つ
な
が
る
生
徒
へ
の
支
援
に
つ

い
て
、
自
治
体
間
で
大
き
な
違
い
が
あ
る
」「
そ
も
そ
も
『
役
割
分

担
論
』
に
問
題
は
な
い
か
」「
広
域
通
信
制
高
校
の
志
望
者
の
増
加

に
つ
い
て
、
本
来
丁
寧
な
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
が
流
れ
て

い
る
こ
と
が
問
題
で
は
な
い
か
」「
定
時
制
高
校
生
に
対
す
る
就
職

差
別
が
あ
る
。
全
日
制
高
校
に
比
べ
て
あ
ま
り
に
も
求
人
が
少
な

く
、
県
労
働
局
へ
の
申
し
入
れ
を
強
化
し
た
」「
通
信
制
の
生
徒
の

進
路
指
導
は
大
変
な
時
間
と
労
力
が
必
要
。
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を

も
つ
多
様
な
生
徒
に
対
し
、
週
１
回
の
登
校
で
は
大
変
難
し
く
苦

労
し
て
い
る
」「
ア
ル
バ
イ
ト
生
徒
の
多
く
が
飲
食
店
関
係
で
、
失

業
や
シ
フ
ト
減
な
ど
苦
境
に
あ
る
」「
学
校
へ
の
コ
ロ
ナ
対
策
支
援

金
が
全
日
制
に
比
べ
定
時
制
、
通
信
制
は
不
十
分
」
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
意
見
が
出
さ
れ
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

日政連・第 26回参議院議員選挙候補予定者 

１１・３兵庫憲法集会 
当初５月３日開催予定であった兵庫憲法集会は、新型コロナウイルス感染症

蔓延の影響で延期され、１１月３日にメリケンパークで行われました。 

メインゲストに上西充子さん 

（法政大学）をお迎えし、会場 

に約１５００人が集まるとともに、 

YouTube配信でも1000人 

を越える視聴がありました。 

  


